
SmartHR
導入について



この資料の使い方

SmartHR導入において、社内稟議を通すときのフォーマットとしてお使いください。

資料の構成
01  現状抱えている課題
02  課題を解決する方法
03 SmartHR導入でできること
04 Before→After

各ページ、社内資料に合わせて追加・編集してください。

提出するときは各コメントとこのスライドを削除するのをお忘れなく!!



１．手書きの作成書類が多い（採用・退職・給与・社会保険・年末調整…）
２．上記書類の印刷費・郵送費・内容の確認作業・入力作業・問合せ対応等
３．書類の押印・役所への届け出作業に労力と時間をとられる
４．人事関連書類を安全に保管するための管理業務の手間・保管場所の確保
５．年末調整など繁忙期の人手不足・残業時間の増加
６．
７.

８.

01.課題

人事・労務の作業は多岐にわたり
労力・コストが多くかかる

etc…

各企業様で抱えている課題をご記入ください。



01.課題
例えば、新社員を雇用するとき…

入社する社員
全員分の書類を用意

新入社員に
書類を郵送

新入社員が書類
に記入・返送

書類
チェック

社内の管理ソフ
トにデータ入力

給与管理ソフト
等にデータ入力

書類の回収

記入漏れ等返送変更があった際
都度更新作業

社保・雇保用に
データ・書類作成

印刷費 郵送費 郵送費

郵送費

役所に届け出

保管場所の確保

マイナンバー
収集・管理 源泉徴収票配布 年末調整 給与計算

明細の発行その他

書類の管理

変更があった際
都度更新作業

等の作業

・書類は基本手書き
・元データにミスや修正が合った場合、対応箇所や部署が多岐にわたる
・印刷費・郵送費・人件費・書類保管場所等にコストがかかっている
・採用・年末調整時期は残業が増えてしまう…



01

課題

管理を一元化し
コスト・労力を大幅に削減
する方法はないか?

クラウド管理ソフト
SmartHR 導入の検討



SmartHRとは

１．人事情報を簡単に収集
新入社員に直接、個人情報の入力を依頼・収集
だから担当者の作業は大幅減。情報の間違いもほとんど発生しなくなります。

２．社保・雇保書類を自動作成
収集された個人情報をもとに各種書類を自動で作成します。手書きの手間を大幅に減らせます。

３．作成した書類をWEBから申請
自動作成された書類は「電子申請」が可能です。役所に行く必要がなくなります。

４．従業員情報をデータベース化
各種手続きと連動して自動で社員情報が更新されます。
だから常に最新で間違いのない社員名簿が完成します。

５．労務領域をカバーする機能があります
・マイナンバー収集・管理
・源泉徴収配布

・年末調整
・給与明細配布

・その他労務手続き
・雇用契約の締結・管理

人事・労務の業務大幅削減・コストカットの他
ペーパーレス、書類の電子化、リモートワーク…

時代の流れに対応



Before→After

入社する社員
全員分の書類を用意

新入社員に
書類を郵送

新入社員が書類
に記入・返送

書類
チェック

社内の管理ソフ
トにデータ入力

給与管理ソフト
等にデータ入力

書類の回収

記入漏れ等返送変更があった際
都度更新作業

社保・雇保用に
データ・書類作成

印刷費 郵送費 郵送費

郵送費

役所に届け出

保管場所の確保

マイナンバー収集・管理 源泉徴収票配布 年末調整 給与明細
の発行その他

書類の管理

変更があった際
都度更新作業

大幅な労力・コストカットが実現!

etc…

部分をクラウドで一括管理



Before→After（採用業務）

費用
採用人数×印刷書類の枚数 円

採用人数×郵送費
（修正発生時の返送費含む） 円

給与管理ソフトのランニングコスト 円

担当者の月給÷出勤日数÷出勤時間×時間合計
＝

時間
書類の作成・印刷・
マニュアル作成等準備 時間

郵送手配（封入） 時間

回収・書類のチェック 時間

社内管理ソフトへの入力 時間

給与管理ソフト等に入力 時間

社保・雇保用にデータ入力
・書類作成・役所に提出 時間

回収書類の整理・保管 時間

SmartHRの導入により
○○時間、○○円のコストカットが可能

SmartHRの使用料 ○○円
（月額×採用業務にかかる期間で換算）



稟議書記載事項

件名
労務管理クラウドソフト「SmartHR」の導入について

目的・概要
書類の電子化、リモートワーク、ペーパーレス、脱ハンコ等、社会の流れに沿うと同時に、人事・労務の作業にクラウド
ソフトを導入して作業を一元化し、コスト・労力を大幅カットする為

導入設備
労務管理クラウドソフト「SmartHR」
https://smarthr.jp/

導入費用
（https://smarthr.jp/pricing/ にて導入プランのお見積もりを算出してください）

費用対効果
・人事情報の収集が簡易（本人がオンライン上で直接入力）
・社保・雇保書類を自動作成
・作成した書類をWEBから役所に申請
・従業員情報を自動でデータベース化
・労務領域をカバーする機能があり「マイナンバー収集・管理」「源泉徴収票配布」「年末調整」「給与明細配布」等
も同ソフトでカバーが可能

⇒労務管理者の作業時間 約 ○○時間／コスト ○○円 削減

添付書類
パワーポイント「SmartHR導入について」



SmartHR資料

▼ 1分でわかる!SmartHR
https://smarthr.jp/resources/1minute_smarthr

▼ マンガでわかる!SmartHR
https://smarthr.jp/resources/manga_smarthr

▼ 3分でわかる!ペーパーレス年末調整
https://smarthr.jp/resources/ebook_22

▼ コスト削減シミュレーター
https://soroban.smarthr.jp/


